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風

力

「
環
境
」ｖ
ｓ「
状
況
」、
そ
し
て

「
で
き
る
状
況
づ
く
り
」
と
は
？

Column

千
葉
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法
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座
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佐
藤
建
吉

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
⑭

指
す
言
葉
で
あ
り
、
主
体

（
者
）
で
あ
る
「
ヒ
ト
」
を

含
ん
で
は
い
な
い
。

そ
こ
で
、「
主
体
」
と
し

て
「
ヒ
ト
」
を
加
え
た
言
葉

を
探
し
求
め
る
と
「
状
況
」

と
い
う
言
葉
が
見
つ
か
る
。

「
状
況
」
は
「
情
況
」
と
も

書
く
が
、
こ
こ
で
は
「
状

況
」
を
用
い
る
。
一
般
に
、

「
状
況
」
は
、
時
間
的
な
変

化
に
配
慮
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
。「
…
は
、
日
々
変
化

す
る
状
況
に
あ
る
」
な
ど
で

あ
る
。

「
状
況
」
は
「
環
境
」
と

近
い
言
葉
で
あ
る
が
、「
主

体
（
者
）」
を
含
め
る
か
ど

う
か
で
二
つ
に
は
大
き
な
違

い
が
あ
る
。
こ
れ
を
、
シ
ン

ボ
ル
的
に
描
い
た
の
が
左
図

で
あ
る
。
ヒ
ト
マ
ー
ク
を
主

体
と
す
る
と
、「
環
境
」
は

ヒ
ト
マ
ー
ク
の
周
囲
を
指

し
、
集
合
論
で
言
え
ば
、
主

体
の
補
集
合
が
環
境
に
相
当

す
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、

「
環
境
」
は
、
す
で
に
前

世
紀
か
ら
、
そ
の
重
要
性
が

叫
ば
れ
て
き
た
キ
ー
ワ
ー
ド

で
あ
り
、
現
在
、
差
し
迫
っ

て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ま
さ
に
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
こ
こ
で
「
課
題
」
と

は
、
本
コ
ラ
ム
⑧
（
本
紙
25

号
）
に
述
べ
た
よ
う
に
、

「
工
」
の
字
が
意
味
す
る
現

状
と
理
想
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
な

く
し
て
、
解
決
す
べ
き
対
象

を
い
う
。

課
題
解
決
に
は
、
そ
の
対

象
の
明
確
化
、
現
状
の
把

握
、
目
的
と
目
標
の
設
定
、

動
機
づ
け
や
そ
れ
を
行
う
方

法
・
人
材
・
時
間
、
そ
し
て

資
金
が
重
要
と
な
る
。
以
上

は
、
一
般
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
で
は

あ
る
が
、
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

コ
ト
・
カ
ネ
」
な
ど
の
合
言

葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。
地
方

創
生
の
課
題
に
お
い
て
も
、

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」

が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
お
い
て
、
や
は

り
重
要
な
要
素
は
「
人
材
・

人
財
、
ヒ
ト
」
で
あ
る
。

「
環
境
問
題
」
の
解
決
に
も

「
ヒ
ト
」
な
く
し
て
解
決
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
よ
く
考
え
る
と
「
環

境
」
と
い
う
言
葉
に
は
、

「
ヒ
ト
」
が
介
在
し
て
い
な

い
こ
と
に
気
付
く
。「
環

境

」

と

は
、

あ

る

主

体

（
者
）
の
周
囲
（
周
り
）
を

「
状
況
」
は
、
周
囲
の
環
境

に
主
体
（
者
）
を
か
ぶ
せ
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

環
境
問
題
は
、
実
は
人
間

が
つ
く
り
出
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
解
決
は
人
間
、
つ

ま
り
「
ヒ
ト
＝
主
体
（
者
）
」

が
関
わ
ら
ず
し
て
解
決
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
環
境
問
題
は
、
そ
の
解

決
を
す
べ
き
ギ
ャ
ッ
プ
を
指

し
て
お
り
、「
人
間
＝
ヒ
ト

＝
主
体
者
」
自
身
の
問
題
で

あ
る
。

「
で
き
る
状
況
づ
く
り
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
特
別
支
援
教
育
の
分
野

で
掲
げ
ら
れ
て
い
る
教
育
指

導
指
針
で
あ
る
。
こ
の
背
景

に
は
、
対
象
生
徒
の
困
難
を

排
除
し
継
続
的
に
作
業
過
程

を
処
理
で
き
る
よ
う
に
環
境

整
備
す
る
こ
と
が
基
本
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
で

き
る
環
境
づ
く
り
」
で
は
な

く
、「
で
き
る
状
況
づ
く

り
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
、
妙
味
が
あ
る
。
教
育
は

環
境
整
備
で
は
済
ま
さ
れ
な

い
。
主
体
者
で
あ
る
生
徒
自

身
の
成
長
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
に
考
慮
し
た
言
葉

が
、「
で
き
る
状
況
づ
く

り
」
で
あ
り
、
単
に
「
で
き

る
環
境
づ
く
り
」
で
は
な

い
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、

状
況
は
主
体
を
含
む
環
境
で

あ
る
。
こ
の
例
で
は
、
主
体

者
自
身
の
成
長
を
促
し
、
そ

の
周
囲
の
環
境
を
整
え
る
こ

と
こ
そ
が
、
「
で
き
る
状
況

づ
く
り
」で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
「
で
き
る
状
況
づ
く

り
」
と
い
う
言
葉
は
、
変
化

す
る
状
況
へ
の
対
応
策
で
も

あ
る
。
過
去
か
ら
現
在
ま
で

の
歴
史
で
は
、
変
革
、
改

革
、
あ
る
い
は
革
命
が
繰
り

返
さ
れ
て
き
た
。
い
ま
、
私

た
ち
の
前
に
忍
び
寄
る
課

題
、
変
化
す
る
状
況
は
、
地

球
温
暖
化
で
あ
り
、
そ
れ
に

対
す
る
転
換
や
変
革
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
地
球
温
暖
化

へ
の
対
応
と
し
て
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
の
転
換
や
変
革

も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
は
、
単
な
る
「
環
境
」
と

し
て
の
対
応
で
は
な
く
、
前

述
し
た
「
状
況
」
と
し
て
の

対
応
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
い
ま
私
が
、
こ
こ
で
提

唱
し
た
い
の
は
、
主
体
者
自

ら
が
関
わ
っ
た
「
で
き
る
状

況
づ
く
り
」
の
実
践
と
伝
播

で
あ
る
。

経
済
産
業
省
な
ど
が
福
島

県
楢
葉
町
の
沖
合
で
取
り
組

ん
で
い
る
「
福
島
復
興
・
浮

体
式
洋
上
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー

ム
実
証
研
究
事
業
」
の
第
２

期
工
事
が
進
ん
で
い
る
。
同

事
業
は
、
東
日
本
大
震
災
の

復
旧
・
復
興
対
策
事
業
と
し

て
措
置
さ
れ
た
も
の
で
、
経

済
産
業
省
が
総
工
費
約
５
０

０
億
円
を
投
じ
、
丸
紅
、
三

菱
商
事
、
日
立
製
作
所
、
三

井
造
船
、
東
京
大
学
な
ど
で

つ
く
る
共
同
事
業
体
「
福
島

洋
上
風
力
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」
が
事
業
運
営
を
受
託

し
、
実
証
研
究
を
進
め
て
い

る
。第

２
期
工
事
の
う
ち
、
小

名
浜
港
（
い
わ
き
市
）
で
組

み
立
て
が
完
成
し
た
出
力
７

㍋
㍗
の
油
圧
ド
ラ
イ
ブ
型
浮

体
式
洋
上
風
力
発
電
設
備

「
ふ
く
し
ま
新
風
」
の
披
露

会
と
第
２
期
工
事
の
安
全
祈

願
祭
が
６
月
22
日
に
同
港
で

開
催
さ
れ
た
。
安
全
祈
願

式
・
披
露
会
に
は
、
経
済
産

業
省
、
関
係
省
庁
、
福
島

県
、
関
係
自
治
体
、
地
元
経

済
界
、
漁
業
協
同
組
合
、
報

道
各
社
総
勢
約
２
３
０
名
が

出
席
し
た
。

ふ
く
し
ま
新
風
の
海
上
か

ら
の
高
さ
は
最
大
１
８
９

㍍
、
ブ
レ
ー
ド
の
長
さ
は
80

㍍
。
出
力
７
㍋
㍗
の
風
車

は
、
一
般
家
庭
約
６
０
０
０

世
帯
分
の
電
力
を
生
み
出

す
。
浮
体
式
洋
上
風
力
発
電

設
備
と
し
て
は
世
界
最
大
規

模
と
な
る
。

ふ
く
し
ま
新
風
は
試
運
転

調
整
後
、
７
月
31
日
に
５
隻

の
曳
船
に
囲
ま
れ
て
小
名
浜

港
を
出
港
し
、
８
月
１
日
に

実
験
海
域
に
到
着
予
定
。
浮

体
部
分
か
ら
海
底
ま
で
係
留

チ
ェ
ー
ン
を
設
置
す
る
作
業

に
入
り
、
そ
の
作
業
完
了

後
、
海
底
ケ
ー

ブ
ル
の
敷
設
・

埋
設
工
事
を
開

始
す
る
予
定

だ
。
９
月
中
旬

に
完
了
す
れ

ば
、
各
種
試
験

調
整
お
よ
び
試

験
運
転
開
始
を

経
て
、
順
調
に

進
め
ば
12
月
中

旬
か
ら
実
証
運

転
を
開
始
す
る
。

先
行
し
て
実
施
さ
れ
た
第

１
期
工
事
で
は
、
世
界
初
の

浮
体
式
洋
上
変
電
所
を
設

け
、
２
㍋
㍗
の
ダ
ウ
ン
ウ
ィ

ン
ド
型
浮
体
式
洋
上
風
力
発

電
設
備
「
ふ
く
し
ま
未
来
」

が
福
島
県
楢
葉
町
の
沖
合
に

設
置
さ
れ
た
。
２
０
１
３
年

11
月
に
発
電
を
開
始
し
て
い

る
。
第
２
期
工
事
で
は
今

後
、
３
基
目
の
５
㍋
㍗
ダ
ウ

ン
ウ
ィ
ン
ド
型
浮
体
式
洋
上

風
力
発
電
設
備
１
基
の
建
設

も
開
始
さ
れ
る
。

風
力
・
太
陽
光
発
電
を
グ

ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
ユ
ー

ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
グ
ル
ー
プ
は

７
月
８
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
で
推

進
し
て
い
る
「
カ
ヌ
ー
ア
ブ

リ
ッ
ジ
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー

ム
」
の
建
設
に
着
手
し
た
と

発
表
し
た
。
７
月
３
日
に
開

か
れ
た
着
工
式
に
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
首
都
特
別
地
域

（
Ａ
Ｃ
Ｔ
洲
）
の
環
境
大
臣

ほ
か
、関
係
者
が
参
列
し
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

風
力
発
電
事
業
者

で
あ
る
ウ
ィ
ン
ド

ラ
ボ
・
デ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
（
Ｗ
Ｌ

Ｄ
）
が
開
発
し
た

案
件
に
同
社
が
参

画
し
た
も
の
。
メ

ル
ボ
ル
ン
か
ら
北

西
約
２
５
０
㌔
㍍

の
地
に
あ
る
カ
ヌ

ー
ア
ブ
リ
ッ
ジ

に
、
１
基
あ
た
り

３
３
０
０
㌗
の
ヴ
ェ
ス
タ
ス

社
（
デ
ン
マ
ー
ク
）
製
風
力

発
電
機
を
６
基
設
置
（
総
出

力
１
万
９
８
０
０
㌗
）
す

る
。
出
資
構
成
は
ユ
ー
ラ
ス

エ
ナ
ジ
ー
グ
ル
ー
プ
約
80

％
、
Ｗ
Ｌ
Ｄ
約
16
・
２
％
、

近
隣
住
民
約
３
・
８
％
。
営

業
運
転
開
始
は
２
０
１
６
年

３
月
予
定
。
発
電
す
る
電
力

は
、Ａ
Ｃ
Ｔ
州
に
売
電
す
る
。

こ
の
発
電
所
は
、
同
社
グ

ル
ー
プ
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
州
の
「
ハ
レ
ッ
ト
５
」

（
総
出
力
５
万
２
５
０
０

㌗
）
に
次
い
で
２
件
目
、
南

半
球
で
は
３
件
目
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
。
完
成
す
る
と
同
社

が
南
半
球
で
所
有
す
る
風
力

発
電
の
設
備
容
量
は
10
万
㌗

を
突
破
す
る
。
同
社
グ
ル
ー

プ
は
今
後
も
成
長
が
見
込
め

る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
含
む

南
半
球
を
主
要
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
一
つ
と
捉
え
、
さ
ら
な
る

事
業
展
開
を
進
め
て
い
く
考

え
だ
。

岩
手
県
は
７
月
６
日
、
風

力
発
電
導
入
の
可
能
性
が
高

い
と
見
込
ま
れ
る
地
域
を
選

定
し
た
「
風
力
発
電
導
入
構

想
」
を
策
定
し
た
と
発
表
し

た
。
風
力
発
電
の
導
入
を
促

進
し
て
い
く
た
め
、
同
県
内

の
適
地
を
示
し
、
事
業
化
に

向
け
た
取
組
み
を
推
進
す
る

の
が
目
的
だ
。

岩
手
県
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
賦
存
量
は
、
総
務
省

の
「
緑
の
分
権
改
革
」
推
進

会
議
の
推
計
で
全
国
２
位
。

な
か
で
も
風
力
の
潜
在
能
力

が
高
い
と
見
込
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
恵
ま
れ
た
風
力
を

活
用
し
た
風
力
発
電
の
促
進

は
、
同
県
が
掲
げ
る
低
炭
素

社
会
の
実
現
へ
向
け
た
具
体

的
な
方
策
と
な
る
。

今
回
の
導
入
地
区
の
選
定

に
あ
た
っ
て
は
、
風
況
や
希

少
猛
禽
類
の
生
息
状
況
、
土

地
利
用
規
制
、
送
電
線
、
建

設
に
必
要
な
機
器
の
輸
送
路

な
ど
を
考
慮
し
た
。
導
入
可

能
性
の
高
い
地
区
と
し
て
選

ば
れ
て
い
る
の
は
、
二
戸
地

域
の
稲
庭
高
原
周
辺
地
区
と

折
爪
岳
北
側
地
区
、
久
慈
地

域
（
山
形
基
幹
牧
場
周
辺
地

区
）、
花
巻
西
部
地
域
（
中

山
峠
周
辺
地
区
）
の
３
地
域

４
地
区
。

二
戸
地
域
の
稲
庭
高
原
周

辺
地
区
は
、
周
辺
に
障
害
物

が
少
な
く
、
高
い
風
速
が
得

ら
れ
る
こ
と
や
、
希
少
猛
禽

類
の
生
息
状
況
、
土
地
利
用

規
制
な
ど
を
考
慮
し
て
選
定

さ
れ
た
。
折
爪
岳
北
側
地
区

は
、
折
爪
岳
周
辺
で
南
北
に

延
び
る
尾
根
に
沿
っ
て
高
い

風
速
が
得
ら
れ
る
こ
と
な
ど

が
選
定
理
由
だ
。
ま
た
、
久

慈
地
域
は
周
辺
に
風
を
遮
る

山
地
が
な
く
、
花
巻
西
部
地

域
は
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
高

い
風
速
が
得
ら
れ
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
選
ば
れ
た
。

同
県
で
は
、
本
年
度
よ
り

民
間
事
業
者
に
よ
る
事
業
計

画
の
検
討
と
並
行
し
て
、
連

絡
構
想
連
絡
会
を
設
け
、
各

地
区
の
市
町
村
を
中
心
と
し

た
個
別
課
題
の
検
討
を
進
め

て
い
る
。

福
島
復
興
・
浮
体
式
洋
上
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
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岩手県

浮体式洋上風力発電設備全景
（写真提供：福島洋上風力コンソーシアム）

６月22日に行われた第２期工事の安全祈願祭・
披露会（写真提供：福島洋上風力コンソーシアム）

ア 二戸地域（稲庭高原周辺地区）　100MW程度
イ 二戸地域（折爪岳北側地区）　　40MW程度
ウ 久慈地域（山形基幹牧場周辺地区）　　　80MW程度
エ 花巻西部地域（中山峠周辺地区）　　将来的な候補として選定

地図 地域 想定最大規模

「カヌーアブリッジウインドファーム」着工式でのひとこま

【環境は主体の周囲にあり、主体とは相補関係にある】

【状況は、主体とその周囲（環境）を含んでいる】

主体

環
境

主体
状
況

環
境

導入可能性の高い地域


